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若
い
力
で
復
興
支
援

被災地に向かうバスに乗る大学生ボランティアら=＝北区で

11大
校学
知

人大

　
東
日
本
大
震
災
被
災
他
の
復
興
を
支
援
し
よ
う

と
、
県
内
Ｈ
の
大
学
・
短
大
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

3
6
人
が
2
2
日
、
北
区
か
ら
、
バ
ス
で
岩
手
県
大
槌
町

に
向
け
て
出
発
し
た
。
被
災
他
で
2
5
目
ま
で
活
動
す

る
。
学
生
た
ち
は
「
被
災
他
の
現
状
を
知
り
、
少
し

で
も
役
に
立
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
井
上
九
宏
】

大
会
を
し
て
交
流
を
深
め

る
と
い
う
。

　
参
加
す
る
学
生
た
ち
の

被
災
地
へ
の
思
い
は
さ
ま

ざ
ま
だ
。

　
昨
年
に
続
い
て
参
加
す

る
環
太
平
洋
大
３
年
、
炭

田
優
也
さ
ん
（
2
1
）
は
「
町

を
覆
っ
た
泥
の
に
お
い
は

頭
か
ら
離
れ
な
い
。
被
災

地
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
に

　
岡
山
経
湊
同
ｌ
ｌ
ｌ
詐
峠
詣
訃

　
被
災
地
を
継
続
し
て
支
被
災
地
と
岡
山
の
つ
な
が
術
科
学
大
士
年
、
河
相
応

援
し
よ
う
と
、
岡
山
経
済
り
を
築
い
て
く
だ
さ
い
」
　
樹
さ
ん
（
1
8
）
は
救
急
救
命

同
友
会
が
昨
年
に
続
い
て
と
呼
び
か
け
た
。
現
地
で
士
を
目
指
し
て
お
り
、
「
被

企
画
し
た
。
北
区
の
市
営
は
、
国
際
医
療
救
援
団
体
災
さ
れ
た
方
の
傷
つ
い
た

駐
車
場
で
あ
っ
た
出
発
式
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
の
協
力
で
、
心
を
癒
や
せ
る
よ
う
な
活

で
は
、
同
友
会
の
泉
史
博
中
学
校
の
が
れ
き
撤
去
や
動
を
し
た
い
」
と
意
気
込

代
表
幹
事
が
「
若
い
力
で
中
学
生
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ー
ん
で
い
た
。

皐
・
Ｉ
●
Ｓ
Ｉ

被
災
地
忘
れ
な
い

市日

赤
県
支
部
も

民
ら
3
6
入
派
遣

　
日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
は
大
型
バ
ス
に
乗
り
込
ん
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
靴
や

支
部
は
2
2
日
、
岩
手
県
遠
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
計
な
ど
は
多
く
、
今
も

野
市
に
向
け
て
市
民
ボ
ラ
　
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
手
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
。
の
派
遣
は
今
月
に
入
っ
て
る
と
い
う
。

北
区
青
江
の
岡
山
赤
十
字
か
ら
３
回
目
で
、
延
べ
6
0
　
今
回
の
派
遣
は
５
日
間

病
院
近
く
で
あ
っ
た
出
発
人
が
活
動
。
震
災
か
ら
Ｉ
の
日
程
で
、
現
地
の
Ｎ
Ｐ

式
に
は
、
学
生
や
一
般
市
年
以
上
が
経
過
し
た
今
も
Ｏ
と
協
力
し
な
が
ら
必
要

民
の
参
加
者
3
6
人
が
参
加
　
「
忘
れ
な
い
」
と
い
う
思
な
支
援
活
動
を
す
る
。
大

し
た
。
リ
ー
ダ
ー
の
会
社
い
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
学
で
募
集
を
見
て
参
加
し
心

膜
、
木
村
剛
広
さ
ん
（
4
5
）
ま
で
の
派
遣
で
は
岩
手
県
だ
川
崎
医
療
福
祉
大
の
西
1
4

が
「
被
災
者
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、
気
持
ち
を
行

動
で
表
し
て
き
た
い
」
と

決
意
を
表
明
し
、
参
加
者

釜
石
市
を
訪
れ
、
津
波
の
元
智
子
さ
ん
（
2
1
）
は
「
少

被
害
が
あ
っ
た
住
宅
地
の
し
で
も
被
災
者
の
役
に
立

片
付
け
な
ど
を
し
た
。
家
ち
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

の
土
台
部
分
に
埋
も
れ
た
　
　
　
　
【
五
十
嵐
朋
子
】

被災地へ向かうバスに乗り込む参加者＝ﾆ北区で
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